
６ 生き方を問い続けて

１ 主 題 同和問題（部落問題）

２ 主題・教材について
奈良県においては、早くから同和教育が取り組まれ、各地で様々な実践が行われてきた。

特に1965（昭和40）年に出された「同和対策審議会答申」以後、多くの人々の取組と
様々な行政施策が相まって、県民の人権意識の高揚や部落問題についての認識の深化など

多くの成果を生んできた。しかし、自身が「不利益を被りたくない」という思いから、被
差別部落（以下、部落）とのかかわりを避けたいという意識が生まれ、部落出身者との結
婚において周囲が反対するなど、未だ部落問題の解決には至っていない。

このような状況の中、部落問題を解決するには、社会において一人一人がこの問題を自
らの課題として捉える必要がある。そして、部落に対する自身の意識を互いに明らかにす
ることから、この問題の解決につながる新たな関係を結ぶことが求められる。

この教材は、交際や結婚を巡って部落問題に直面した筆者が、差別を乗り越え、自らの
生き方を問いつつ強く生きようとする姿を描いている。また、筆者を取り巻く様々な人た

ち（彼女や彼女の両親、友人）の部落問題との向き合い方も描いている。筆者の生き方や
偏見や差別を乗り越えてきた人たちの生き方に学ぶことを通して、部落問題を自らの問題
と捉え、この問題の解決に向け、行動しようとする態度を培いたい。さらに、部落問題に

対する自らの意識とともに人と人との関係性に目を向け、あらゆる人権問題の解決に向け、
偏見に縛られない関係を築く力を身に付けさせたい。

３ ねらい ・部落問題を自らの問題と捉え、差別をなくしていこうとする主体的な態度を身に付ける。

４ 展開例
過程 考備点意留の上導指動活習学な主

導 ・大切だと思う結婚の条件について、自分

の考えを出し合う。

入 ・「日本国憲法第24条」を読む。 ・結婚は「個人の自由」であり、「両 資料

性の合意に基づく」ものであること

を確認しておく。

・本文（Ｐ .20）を読み、なぜ彼女は交際 ・お互いに好意を持ちながらも、結婚

の申込みを断ったのかを考える。 を意識したとき、家族のつながり、

偏見や差別によって制約を受ける現

状があることに気づかせたい。

で別差落部るけおに婚結はとこのこ・展

あることを押さえる。

・部落出身を理由に交際を断った彼女の気 ・「二十歳超えたし……。親捨てられ

持ちを想像し、話し合う。 へんし……。」と、泣きながら言っ

た彼女の気持ちに迫らせたい。

・結婚差別は、部落の人だけでなく、

部落出身でない人も傷つけ不幸にし

。いたせさえ捉とのもうまして開

・結婚に反対する人は部落の「何」を気に ・部落や部落差別についての知識を整 P.24～P.25

して偏見をもち、差別するのかを考える。 理し、過去の問題ではないことを押 部落問題につ

説解のてい。るえさ

・意識調査の結果にも着目して考えさ P.25のグラフ

せたい。

・「自分たちも差別されるかもしれな

い」「そう見なされる可能性を避け

結婚について考えてみよう。

結婚における部落差別について考えよう。
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たい」という意識があることに気づ

かせるとともに、自分の中にそのよ

うな意識がないかふり返らせたい。

・部落出身であることを理由に交際を断ら ・「ああしんど。」「頭をガーンと殴ら

れた筆者の気持ちを想像し、話し合う。 れたような」等、筆者の思いが表れ

ている言葉に着目させる。

・想像力を豊かに働かせ、筆者の辛く

て悲しい気持ちやくやしい気持ち、

差別に負けずに生きていこうとする

思いに寄り添わせたい。

・本文（P.21）を読んで、彼女に部落出身 ・筆者の迷いや悩む気持ち、それでも、

であることを話そうとした筆者の気持ち 強い気持ちをもって話そうとした思

。いたせわ添り寄にい。るえ考を展

・彼女の両親に会う前、会った後の筆者の ・筆者が迷いや悩みを抱えなければな

気持ちを想像し、話し合う。 らない理由についても考えさせたい。

そのことから、この問題は彼や彼女

の責任ではなく、社会問題として部

落差別が存在するが故に起こること

なのだと気づかせたい。

・本文（Ｐ.21～P.22）を読んで、結婚相 ・彼女や彼女の両親の、世間の目や偏

手の彼女や彼女の両親が部落問題をどの 見にとらわれない生き方に触れるこ

ように捉えているのかを整理する。 とから、自分ならどうするか考えさ

。いたせ開

・結婚式当日の筆者や友人の思いを読み取 ・筆者の「一人の人間として…」とい

り、考えたことや感じたことを出し合う。 う言葉を次の学習活動につなげる。

・本文（P.23）の「僕たちの友だちから…」 ・部落出身か否かに関係なく、一人一

を読んで、考えたことや感じたことを出 人が部落問題を自分の問題として捉

とこくいてっ合き向に題問のこ、え。う合し

が大切であることに気づかせたい。

・個人の生き方の問題で終わらせず、

差別を許している社会の在り方にも

目を向けさせ、全ての人の人権が尊

重される社会の実現に向け、自分に

はどのようなことができるかを考え

させたい。

・ま

と

め ・学習をふり返り、感想を述べ合う。

《資料》

学習をふり返ろう。

日本国憲法
昭和21年11月3日公布
昭和22年 5月3日施行

第24条 婚姻は、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として、相互
の協力により、維持されなければならない。

２ 配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚並びに婚姻及び家族に関するその他の事項に関し
ては、法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚して、制定されなければならない。

生き方が問われているのは、本当は誰なのかを考えよう。

筆者の生き方について考えよう。

偏見や差別を乗り越えていく生き方について考えよう。
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